
ステップ名称

 

  

合併症

患者状態

生活動作

知識・理解

観察項目

検査結果

検査

処方

処置

注射

食事

安静度

清潔

指導

看護問題

観察項目

確認項目

リハビリ

退院調整

カルテ

条件付き指示

客観的観察

症状

活動

術前

術後

退院時

 

 

血液検査

放射線

生理検査

血管造影

 

看護

透析

 

 

 

 

医師

看護

栄養指導

服薬指導

 

 

 

 

 

 

 

ステップ名称 手術前日 入院1日目 手術当日：術前 入院2日目 手術当日：術後 入院2日目 手術後1日目 入院3日目

 1日目 2日目 3日目

  

   

   

   

   

   

手術に対する準備ができる

   

   

   

   

睡眠

しびれ

疼痛

不安

   

21時以降禁食

フリー

入院診療計画書

術前チェックリスト作成

弾性ストッキング準備

ソフトネックカラー準備

後頚部除毛（耳下線から下）

同意書の確認

術後の個室の説明＆個室同意書

術前オリエンテーション

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

   

   

   

   

   

手術に対する準備ができる

   

   

   

   

睡眠

しびれ

疼痛

不安

   

朝7時まで飲水（お茶・水・スポ
ーツドリンク）可
午後から手術の場合は10時まで飲
水可

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

創部の出血がない

ﾄﾞﾚｰﾝ挿入部のﾄﾗﾌﾞﾙがない

疼痛コントロールができている

術後の安静が守れる

   

   

   

   

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

心電図モニター波形

出血（創部）

嘔気

嘔吐

   

術後、モニター装着

手術後、フットポンプ装着（血栓
ある場合は、要指示確認）

弾性ストッキング装着

BP140以上ニカルジピン4ｍL/H～
開始。110＜BP＜140目標で、2ｍL
ずつup、down

ドレーン排液200ｍL以上でDr.cal
l

疼痛時　ｱｾﾘｵ投与

SPO2＜92、HR＞140　＜80、BP＞1
70　＜80　その他著変時は、Dr.c
all

朝から欠食。術後4時間後飲水可
。

術後ベッド上：首が動かないよう
に砂嚢で固定。アイスノン枕使用

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水

創部の出血がない

ﾄﾞﾚｰﾝ挿入部のﾄﾗﾌﾞﾙがない

疼痛コントロールができている

早期離床ができる

   

   

   

   

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

心電図モニター波形

出血（創部）

嘔気

嘔吐

   

モニター終了

朝6時にバルン抜去

離床可の指示受けたら、フットポ
ンプ除去

朝から食事、内服可。串刺食にす
る。

レントゲン確認。指示確認し、カ
ラー装着してベッドアップ可

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水



ステップ名称

 

  

合併症

患者状態

生活動作

知識・理解

観察項目

検査結果

検査

処方

処置

注射

食事

安静度

清潔

指導

看護問題

観察項目

確認項目

リハビリ

退院調整

カルテ

条件付き指示

客観的観察

症状

活動

術前

術後

退院時

 

 

血液検査

放射線

生理検査

血管造影

 

看護

透析

 

 

 

 

医師

看護

栄養指導

服薬指導

 

 

 

 

 

 

 

ステップ名称 術後2日目 入院4日目 術後3日目 入院5日目 術後4日目 入院6日目 術後5日目 入院7日目

 4日目 5日目 6日目 7日目

  

   

   

創痛コントロールができている

早期離床ができる

ADLの拡大に努める

   

合併症なく過ごすことができる

日常生活の注意点が実行できる

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

出血（創部）

   

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水

   

   

創痛コントロールができている

ADLの拡大に努める

   

   

合併症なく過ごすことができる

日常生活の注意点が実行できる

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

 

 

 

 

   

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水

   

   

創痛コントロールができている

ADLの拡大に努める

   

   

合併症なく過ごすことができる

日常生活の注意点が実行できる

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

 

 

 

 

   

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水

   

   

創痛コントロールができている

ADLの拡大に努める

   

   

合併症なく過ごすことができる

日常生活の注意点が実行できる

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

不安

 

 

 

   

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水



ステップ名称

 

  

合併症

患者状態

生活動作

知識・理解

観察項目

検査結果

検査

処方

処置

注射

食事

安静度

清潔

指導

看護問題

観察項目

確認項目

リハビリ

退院調整

カルテ

条件付き指示

客観的観察

症状

活動

術前

術後

退院時

 

 

血液検査

放射線

生理検査

血管造影

 

看護

透析

 

 

 

 

医師

看護

栄養指導

服薬指導

 

 

 

 

 

 

 

ステップ名称 術後6日目 入院8日目 術後7日目 入院9日目 術後8日目 退院日

 8日目 9日目 10日目

  

   

   

創痛コントロールができている

ADLの拡大に努める

   

   

合併症なく過ごすことができる

日常生活の注意点が実行できる

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

不安

   

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水

   

   

創痛コントロールができている

ADLの拡大に努める

   

   

合併症なく過ごすことができる

日常生活の注意点が実行できる

   

   

睡眠

疼痛

しびれ

不安

 

 

 

   

抜糸予定

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水

   

   

   

   

   

   

   

退院が可能な状態であることを、本人・
家族が理解している

退院後の留意点が理解できる

退院に対して不安がない

不安

睡眠

しびれ

 

 

 

 

   

ニカルジピン希釈

痙攣、鎮静

血圧上昇時

不眠、不穏時

嘔気時

疼痛時

発熱時

押し水


